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2.2. 本港区エリアを取り巻く環境（機会と脅威） 

（１） 機会 

広域交通網の充実  １）

  a） 鹿児島空港発着の航空路線の拡大 

鹿児島空港は，県本土のほぼ中央部に位置し，東に国立公園である霧島連峰，南に鹿

児島のシンボル桜島が眺望できる台地（標高 272m）に総面積 182 万平方メートルで整備

されています。交通アクセスとしては，鹿児島市中心部まで九州自動車道を利用して 45

分，大隅半島にある鹿屋市まで１時間 20分，薩摩半島南端の指宿市まで１時間 30分で

結ばれています。CIQ（税関，出入国管理，検疫）施設をはじめ，年間乗降客数 800 万

人を想定した規模の旅客ターミナルビルや貨物ビル，消防施設及び空港駐車場が完備さ

れる国際空港です。 

週 567 便の定期便が就航（国内 547 便／国際 20 便[平成 29年 10 月時点]）しており，

便数及び乗客数は福岡空港に次いで九州２位です。アジア諸国への国際線は着陸回数及

び乗降客数ともに増加しており，飛行機による入国外国人数も，平成 23 年から増加傾

向となっています。 

図 2-12 鹿児島空港乗客数の推移 

（出典：国土交通省航空局「空港管理状況調書」各年度） 

図 2-13 入国外国人数

（出典：法務省「出入国管理統計」各年）
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図 2-14 九州内の空港の状況 
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  b） 九州新幹線全線開業によるアクセス向上 

九州新幹線は平成 16 年に鹿児島中央～新八代間，平成 23 年に新八代～博多間が開業

し，平成 29 年 12 月現在で 1日あたり 125 本運転しています。 

このうち，46 本（23 往復）は山陽新幹線に乗り入れ，新大阪～鹿児島中央間で相互

直通運転を行っています。九州新幹線は九州内の移動時間を短縮し，人・経済・文化交

流の活性化を担うとともに，九州と京阪神・山陽地区を結ぶビジネスや観光の交通手段

として重要な役割を果たしています。 

全線開業前後を比較すると，鹿児島中央駅の乗降客数が約 17%増加となっています。  

図 2-15 九州新幹線概要図 

（出典：九州旅客鉄道株式会社 WEBサイト） 

図 2-16 鹿児島中央駅の乗降客数の推移 

（出典：鹿児島市「鹿児島市統計書」各年）
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全線開業による効果としては，博多駅からの到達圏が変化し，開業後は博多駅から鹿

児島市内が 1.5 時間圏になっており，博多駅からの２時間到達圏人口は約 110 万人増加

していることや，地域間の人的交流が活発化し，博多以遠の都市圏との公共交通機関に

よる人的交流が，鹿児島⇔山陽は約1.9倍，鹿児島⇔関西は約1.3倍に増加しています。 

図 2-17 博多駅からの到達圏の変化 

（出典：独立行政法人鉄道･運輸機構「九州新幹線（博多・新八代間）事業に関する事後評価報告書」平成 28年３月） 

図 2-18 人的交流の変化 

（出典：独立行政法人鉄道･運輸機構「九州新幹線（博多・新八代間）事業に関する事後評価報告書」平成 28年３月） 
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観光交流人口の拡大  ２）

  a） 観光客の増加傾向 

平成 28 年の鹿児島市の宿泊観光者数は，前年に比べて 12 万５千人増（前年比 3.7％

増）の 353 万５千人で，過去最高となりました。内訳は，外国を含む県外が 267 万８千

人で，前年に比べ７万５千人増（前年比 2.9％増），県内客が 85 万７千人で，前年に比

べ５万人増（前年比 6.2％増）となりました。 

平成元年からの推移を見ても，増加傾向にあります。 

表 2-14 宿泊観光客の推移 

（出典：鹿児島市「鹿児島市観光統計」平成 28年） 
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  b） インバウンドの増加傾向 

訪日外国人旅行者数は，直近の平成 28 年が 2,404 万人と４年連続で過去最高を更新

したところです。このように訪日外国人旅行者が好調に増加している要因として，国に

おいては，「観光を地方創生の切り札，我が国の成長戦略の柱と位置付け，ビザ緩和や

訪日外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充などこれまでに無い大胆な取組を国を挙

げて実行してきた結果（「平成 29 年度版観光白書」）」であるとされています。 

また，平成 29 年の訪日外国人旅行消費額（速報）は４兆 4,161 億円（前年費 17.8％

増）と，５年連続で過去最高額を更新したところです。 

図 2-19 訪日外国人旅行者数の推移 

（出典：観光庁「平成 29年度版観光白書」） 

※UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき観光庁作成） 

図 2-20 訪日外国人旅行者による消費の推移 

（出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査 平成 29年年間値（速報）及び平成 29年 10-12 月期の調査結果（速報）」2018.１.16）
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平成 28 年の鹿児島市の外国人宿泊観光者数は，前年に比べて 71,744 人増（前年比

36.7％増）の 267,125 人で過去最高となっており，特に香港が 47,508 人増（前年比

129.2％増）と大きく増加しています。 

表 2-15 鹿児島市における外国人宿泊観光客の推移 

（出典：鹿児島市「鹿児島市観光統計」平成 28年） 

図 2-21 平成 27 年～28 年の鹿児島市における外国人宿泊観光客の推移 

（出典：鹿児島市「鹿児島市観光統計」平成 28年） 
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  c） 訪日外国人観光客の県内における主な動向 

    i） 主な訪問地・宿泊地域 

訪日外国人観光客の主な県内訪問地は，①鹿児島市の中心部や桜島，②指宿地区，③

霧島地区の３地区となっており，特に，鹿児島地区の外国人延べ宿泊者数は大幅に増加

しています。 

図 2-22 鹿児島を訪れる外国人観光客の訪問地 

（出典：鹿児島県「RESAS 等を活用した鹿児島県の分析事例」）

図 2-23 地区別外国人延べ宿泊者の推移 

       （出典：平成 24年～平成 28年の鹿児島県観光統計（年計）より作成）
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    ii） 国・地域別の主な構成 

外国人延べ宿泊者について，国・地域別では，九州の他県が韓国からの旅行者の割合

が高いのに対し，鹿児島県は｢香港｣や｢台湾｣のほか，｢欧米系｣の割合が比較的高い傾向

にあります。 

図 2-24 国・地域別の外国人延べ宿泊者の構成 

（出典：観光庁「宿泊旅行統計調査（平成 28年１月～12月分（年の確定値））」） 

特に，本県における国・地域別の外国人宿泊者で構成割合が最も高い「香港」は，他

の国や地域に比べ，リピーター比率が最も高く，買い物等が訪日の主要目的とされてお

り，また，「欧米系」は平均泊数や旅行消費単価（特に宿泊料金）が高い傾向にありま

す。 

よって，こうした国や地域のニーズ等を踏まえつつ，地域間競争を意識し，インバウ

ンド需要の更なる取込みに向けた競争力の高い魅力ある観光拠点の形成を図る必要が

あります。 

図 2-25 訪日外国人の平均拍数    図 2-26 訪日外国人の旅行消費単価 

（出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（平成 28年）」）※観光・レジャー目的 
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表 2-16 訪日外国人の特徴 

特徴 買い物 その他 

香

港 

・リピーター比率が 81％，観光客

比率が 89％と，調査対象の国

籍・地域の中で最も高い。 

・満足した購入商品は「服・かば

ん・靴」であり，購入率・購入者

単価も高い。 

・出発前に役に立った情報では

「日本政府観光局ホームページ」

の選択率が高く 36％である。 

・魅力的なコンテンツの

一つで，アウトレット等

のショッピングモール

での買い物が特に人

気。 

・お土産品として食べ物

もよく購入される。 

・何度も訪日している

リピーターが多く，一

度の旅行で予定を詰

めずに，時間に余裕

のあるリラックスした

旅行を好む。 

・主要な訪日目的であ

る買い物と食事を中

心に，その他には香

港では珍しい体験活

動を楽しむ。 

台

湾 

・団体ツアー比率が 32％と他の国

籍・地域に比べて高い。滞在日

数は「４～６日間」が約７割。 

・「医薬品･健康グッズ・トイレタリ

ー」の購入率が高く，満足した購

入商品でも２割が選択している。 

・買物場所は「ドラッグストア」や

「コンビニエンスストア」の割合が

高い。 

・その土地ならではの

土産物をたくさん購入

したい。 

・アウトレットでの買い

物も人気がある。 

・若年層は日本の現代

的なカルチャーに関

心があり，訪日旅行

中は外出時間が長

く，アクティブに行動

する。 

・中高年層は歴史に対

する関心が比較的強

い。 

（出典：観光庁「訪日外国人の消費動向（平成 28年）」，栃木県「外国人向け観光資源発掘調査（平成 27年）」）



第２章 現状分析－35 

  d） クルーズ船の寄港数の増加 

現在全国には，クルーズ船の寄港実績がある港が多数存在し，その中でも鹿児島港は，

平成 29 年に 108 回の寄港（全国８位，九州３位【沖縄を除く】）があり，寄港数が増加

傾向にあります。このような中，マリンポートかごしまにおいては，16 万トン級のクル

ーズを受け入れるための岸壁の改良やＣＩＱ機能や物販・交流スペースを有する「かご

しまクルーズターミナル」を整備するなど，さらなる受入環境の整備を進めております。

また，国においても，「訪日クルーズ 500 万人時代」に向けたクルーズ船の受入環境の

整備を推進することとしております。 

図 2-27 鹿児島・長崎・博多港のクルーズ船の寄港実績の推移 

（出典：国土交通省 WEBサイト及び各県 WEB サイトの情報を基に作成） 

図 2-28 鹿児島港への寄港実績の推移 
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県都としての高い成長可能性  ３）

  a） 中心市街地等における再開発等 

鹿児島市の中心市街地等における複合ビル等の再開発事業が進んでおり，今後の中心

市街地の活性化が期待できます。 

図 2-29 中心市街地等における商業・サービス機能の強化 

（出典：鹿児島県「鹿児島県都市計画基礎調査」） 

  b） 後背地人口 

本港区エリアを擁する鹿児島市を含む「かごしま連携中枢都市圏」の人口は約 75 万

人となっており，人口規模では政令指定都市に匹敵する規模となっています。 

また，県内のその他の市町村や隣接する宮崎県にも各々100 万人前後が居住していま

す。 

表 2-17 鹿児島市周辺の人口 

平成 27 年 平成 22 年 

鹿児島県 

かごしま連携中枢都市圏 

・鹿児島市 

・日置市 

・いちき串木野市 

・姶良市 

753,518 人 762,621 人

その他市町村 894,659 人 943,621 人

宮崎県 1,104,069 人 1,135,233 人

合計 2,752,246 人 2,841,475 人
（出典：総務省「国勢調査」各年）

（ベース図：地理院地図を加工） 
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  c） 鹿児島市の成長可能性 

全国 100 都市を対象に実施した民間調査機関の調査結果によると，本港区エリアが立

地する鹿児島市は，将来の「伸びしろ」が大きい都市で第２位となっており，総合的な

産業創発力でも第５位となっています。 

強みとしては，「移住・外部人材の受入実績」「地域の共助精神・コミュニティの成熟」

「歴史・伝統のふれあい」等が挙げられています。一方で弱みとしては，「地域の経済

力」「外国人の活躍」「学術面の国際交流」等が挙げられています。 

表 2-18 民間調査機関による成長可能性都市ランキング 

総合ランキング（実績及び将来のポ

テンシャルを含めた総合的な産業創

発力） 

ポテンシャルランキング（実績とポ

テンシャルの差分で見た“伸びし

ろ”） 

第１位 東京都区部 福岡市 

第２位 福岡市 鹿児島市 

第３位 京都市 つくば市 

第４位 大阪市 松山市 

第５位 鹿児島市 久留米市 

第６位 つくば市 松本市 

第７位 札幌市 札幌市 

第８位 松本市 宮崎市 

第９位 久留米市 那覇市 

第 10 位 佐世保市 熊本市 
（出典：野村総研「ランキングによる都市の持つ「成長可能性」の可視化」平成 29年７月５日）

図 2-30 鹿児島市の分析結果 

（出典：野村総研「ランキングによる都市の持つ「成長可能性」の可視化」平成 29年７月５日）
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（２） 脅威 

定住人口減少に伴う地域活力の低下  １）

本県の人口は，昭和 30 年をピークに人口減少の局面に突入し，人口減少に歯止めが

かからない状況が続いており，こうした人口減少とともに少子高齢化の著しい進行は，

地域内の消費活動の縮小など地域活力の低下に繋がることが懸念されます。 

このような中，観光による国内外からの交流人口の拡大は，地域経済の活性化につな

がることが期待されます。 

図 2-31 鹿児島県の人口の推移 

（出典：鹿児島県「鹿児島県の人口推移」平成 28年 11 月）

図 2-32 観光交流人口増大の経済効果 

（出典：観光庁「観光の現状等について」平成 29年９月 15日）
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都市間競争の激化  ２）

  a） 主な大規模小売店舗の立地 

九州北部では，特に九州新幹線沿線の福岡都市圏や北九州都市圏を中心に多くの大規

模小売店舗が集積しているほか，両都市圏では比較的新しい大規模小売店舗も増えてき

ています。 

このように新幹線停車駅を有する他の都市圏において集客力が向上している中で，本

港区エリアを含む鹿児島都市圏の集客力をいかに高めていくかが課題となっています。 

図 2-33 主な大規模商業施設の立地状況 

≪大規模小売店舗（図中枠内）≫ 

・百貨店並びに 40,000 ㎡以上のショッピングセンターを抽出。 

・施設名が赤色は開業 10年未満，橙色は 10年以上～20年未満の間に開業， 

 青色は開業 20年以上の施設 

（出典：「図説九州経済 2017 公益財団法人 九州経済調査会」） 
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  b） 主な観光施設の立地 

鹿児島県内には，霧島錦江湾国立公園をはじめとした自然公園や世界遺産などがあり

ますが，九州各地にも同様な観光資源が広く分布しています。 

九州新幹線沿線では，福岡都市圏や北九州都市圏において観光施設が集積しているほ

か，世界遺産も同都市圏に比較的近接して分布しています。 

新幹線による九州縦断方向のアクセス性が高まっていることもあり，新幹線停車駅を

有する他の都市圏の施設の状況に十分注意する必要があります。

図 2-34 主な観光施設の立地状況 

≪各都市圏・国立公園エリア内の観光施設（図中枠内）≫ 

・主要観光施設のうち，2014 年で年間 20万人以上の利用・入場があるものを抽出。

・施設名が橙色は 10年以上～20年未満の間に開設等，青色は開設等 20年以上の施

設（開設等 10年未満の施設は該当なし）。 

（出典：「図説九州経済 2017 公益財団法人 九州経済調査会」） 
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  c） 主な宿泊施設の立地 

鹿児島県内には約 600 件の宿泊施設があり，年間に 650 万人を超える宿泊者があり

ます。 

 特に，全国的に増加基調にある訪日観光客について，鹿児島県の延べ宿泊客に占め

る外国人の比率は九州各県に比べて低い状況です。 

外国人向けの宿泊施設として，例えば，海外ホテル協会に加盟しているホテル数は

九州各県の中でも少ない状況にあり，鹿児島県において外国人が宿泊する施設として

は，シティホテルやリゾートホテルの割合が比較的高い傾向にあります。

図 2-35 九州各県の宿泊施設の状況 

（出典：観光庁「宿泊旅行統計調査集計結果」平成 28年」） 

図 2-36 九州各県の宿泊者数の状況 

（出典：観光庁「宿泊旅行統計調査集計結果」平成 28年」） 
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表 2-19 海外ホテル協会加盟ホテル 

福岡県 ６施設 

ANA クラウンプラザホテル福岡／ホテルオークラ福岡／ホテル

日航福岡／グランド ハイアット 福岡／ハイアット リージェ

ンシー 福岡／ヒルトン福岡シーホーク 

佐賀県 ０施設 （なし） 

長崎県 ４施設 

ANA クラウンプラザホテル長崎グラバーヒル／ホテルオークラ

JRハウステンボス／ホテル日航ハウステンボス／ホテルJALシ

ティ長崎 

熊本県 ２施設 ANA Crowne Plaza Kumamoto New Sky／ホテル日航熊本 

大分県 １施設 ホテル日航大分 オアシスタワー 

宮崎県 ３施設 
ANA Holiday Inn Resort Miyazaki／ホテル JALシティ宮崎／シ

ェラトン・グランデ・オーシャンリゾート 

鹿児島県 １施設 城山観光ホテル 
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市街地内外での大規模開発  ３）

鹿児島市の中心市街地活性化基本計画では，「モータリゼーション（車社会）の進展に

よる生活圏の広域化，中心市街地外への大規模商業施設の立地などにより，中心市街地

の相対的な地位が低下」するなど，中心市街地の整備改善が重要な課題とされています。 

図 2-37 大規模小売店舗の立地状況 

（出典：鹿児島市「第 3期鹿児島市中心市街地活性化基本計画（素案）」平成 29年」） 

（※）正式名称は，イオン鹿児島鴨池店 

（※） 
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全国的な港湾における訪日観光客の受入環境整備  ４）

港湾再開発の胎動期（1990 年代）は，全国の港湾エリアでは，主に国内の観光客をタ

ーゲットとして港湾再開発が進められてきました。しかし，近年各港では，インバウン

ドの来訪者をターゲットとした観光拠点化や，訪日クルーズ船の受入体制強化による港

湾エリアの賑わい形成を積極的に進めてきています。 

九州の港湾における近年の動向をみると，例えば，長崎港では，水辺を活かした公園

整備とあわせて，CIQ 機能やインフォメーション機能を充実させた「松が枝国際ターミ

ナルビル」（平成 22 年供用開始），「松が枝国際ターミナル第二ビル」（平成 24 年供用開

始）が整備されたことで，クルーズ船の寄港状況は年々増加傾向にあります。 

また，佐世保港では，観光ゲートエリアの整備の一環として，平成 27 年に既存倉庫

のリノベーションによる「佐世保港国際ターミナル」が整備されるなど，観光拠点とし

ての港湾エリアの魅力向上や，インバウンドやクルーズ船の受入体制強化が図られてい

ます。 

このように，全国の港湾においてインバウンドへの対応強化の取組が進められている

中で，本港区エリアにおいても，いかにインバウンドやクルーズ船の受入環境整備を図

っていくかが課題となっています。 
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【参考】最近の港湾再開発事例の潮流 

（出典：一般財団法人 みなと総合研究財団「これからの港湾再開発」） 
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2.3. 本港区エリアの現状と特徴（エリアの強みと弱み） 

（１） 強み 

良好な景観資源・眺望  １）

世界的に名高い活火山・桜島は，錦江湾の中央部鹿児島市街地の眼前にあり，雄大な

その姿は多くの観光客を魅了し，鹿児島のシンボルとなっています。 

本港区エリアは，錦江湾や桜島など世界に誇る自然景観を見る絶好の場所です。 

また，桜島フェリー，ボードウォーク，国指定重要文化財である鹿児島旧港施設（新

波止，一丁台場など）及び登録有形文化財である鹿児島旧港北防波堤灯台（赤灯台）な

ど，非日常的な港湾の景観を見ることができます。 

【錦江湾と桜島】           【桜島フェリーとボードウォーク】 

【新波止】                  【赤灯台】 

【一丁台場】 
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ウォーターフロントの大規模な空間  ２）

本港区エリアは，土地や施設の大半を港湾管理者である県が所有しており，その総面

積は約 30ha と，横浜港の新港ふ頭地区と同等の大規模な空間が広がっています。 

図 2-38 本港区エリアの位置図 

                             （    ：県有地）  

図 2-39 横浜港（新港ふ頭地区）との敷地比較 

（出典：鹿児島県「鹿児島港港湾計画」，横浜市「横浜港港湾計画（平成 26年改訂）」に加筆） 

新港ふ頭地区約 35ha

本港区エリア約 30ha

（ベース図：地理院地図を加工） 

Ｎ
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人・モノの発着地点  ３）

  a） 定期航路による交流人口 

本港区エリアには，７つの定期航路が就航しており，年間約 400 万人の方々が利用し

ております。 

また，北ふ頭においては，国際クルーズ船寄港のための受入環境を整備してきており，

更なる交流人口の増加も見込まれます。 

図 2-40 本港区エリアの定期航路状況 

（出典：桜島フェリーターミナル：鹿児島市船舶局「船舶事業概要」，種子・屋久高速船旅客ターミナル：鹿児島市交通

政策課提供資料，その他：第２回鹿児島市路面電車観光路線導入連絡会議 会議資料） 

 ※桜島フェリーターミナル，種子・屋久高速船旅客ターミナルは平成 28年，その他は平成 27年の値 

【北ふ頭旅客ターミナル】 

・奄美・喜界航路 5便/週 

・約 2 万人/年 

【南ふ頭旅客ターミナル】 

・種子島航路 1便/日 

・屋久島航路 1便/日 

・約 9 万人/年 

【桜島フェリーターミナル】 

・桜島航路 70 便/日 

・約 330 万人/年 

【フェリーみしま】 

・三島航路 4便/週 

・約 2 万人/年 

【フェリーとしま】 

・十島航路 2 便/週 

・約 2 万人/年 

【種子・屋久高速船旅客ターミナル】

・種子屋久航路 8 便/日 

・約 64 万人/年 

Ｎ
 

（ベース図：地理院地図を加工） 
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  b） 周辺の道路交通量 

本港区エリア周辺には，県道，臨港道路が南北に通っており，それぞれの 12 時間交

通量は概ね 15,000 台超と，非常に多くの交通量があります。 

図 2-41 交通量 

（出典：鹿児島市交通量調査結果） 

※交差点部は平成 24年値，単路部は平成 25年値 

（ベース図：地理院地図を加工） 
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本港区エリアの立地特性  ４）

  a） 「みなと」と「まち」の近接性 

本港区エリアから西に約 500m の位置には，南九州有数の繁華街であるいづろ・天文 

館地区が広がっており，百貨店や多数の飲食店，宿泊施設などが立地しています。 

図 2-42 周辺の商業集積状況 

（出典：鹿児島県「都市計画基礎調査」に加筆） 

500m 1km 

いづろ・ 

天文館地区

本港区

エリア 

Ｎ 
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  b） 世界に誇る遺産群と繋がる港 

本港区エリアは，世界自然遺産に登録されている屋久島や同遺産への登録を目指す奄

美大島への定期航路が就航しており，鹿児島市内から世界遺産登録地への発着点となっ

ています。 

また，明治日本の産業革命遺産の構成資産である「旧集成館」にも近く，鹿児島が世

界に誇る遺産群に繋がる港となっています。 

図 2-43 県内の世界遺産 

（出典：鹿児島県ＨＰ「世界に誇る遺産群」） 

世界自然遺産屋久島

世界文化遺産旧集成館

世界自然遺産を目指す 

奄美大島・徳之島

本港区 

エリア 

Ｎ 
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  c） エリア内外における魅力ある観光資源 

本港区エリアは鹿児島港発祥の地であり，国指定重要文化財である鹿児島旧港施設

（新波止，一丁台場，遮断防波堤）や登録有形文化財である「赤灯台」などが保存・活

用され，歴史的に価値が高いエリアとなっています。 

また，エリア内には，年間 60 万人以上が訪れるかごしま水族館が立地し，かごしま

錦江湾サマーナイト大花火大会では 14 万人が観覧するなど，多くの観光客が本港区エ

リアを訪れています。 

さらに，エリア周辺には，「仙巌園」「イルカ水路（水族館隣接）」「桜島」「天文館」「城

山展望台」など，観光客の主要な目的地が多数立地しており，観光の拠点となるポテン

シャルを有した立地となっています。 

図 2-44 鹿児島市の観光客の目的地一覧（平成 27 年・休日・国内・自動車利用） 

（出典：RESAS「指定地域の目的地一覧」） 

図 2-45 本港区エリアの観光資源 

（出典：NPO法人ゆめみなと鹿児島 WEBサイト「鹿児島港の歴史遺構（鹿児島港，本港区方面）」） 
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［参考］ 民間提案・対話（サウンディング調査）での意見（第３章参照） 
民間提案・対話（サウンディング調査）において対話に参加した民間事業者から，本港区エ

リアの強みとして，主に下表のような内容が挙げられています。 

強み 内容 

本港区エリアの

立地 

中心市街地に数百メートルの距離は一等地 

天文館をはじめとする繁華街・鶴丸城跡等の史跡エリアなど歴史的な財

産を結ぶ交通の要所 

周辺に点在する観光資源等との連携が可能 

天文館エリア，鹿児島中央駅エリアとの近接性 

桜島に一番近い 

情報発信の拠点として期待 

商圏人口が 10 ㎞以内に 30 万人以上ある 

良好な景観 桜島への眺望 

海の中に浮かぶ雄大な桜島が望める 

錦江湾と桜島という観光・景観資源 

ロケーションが良く好立地，桜島という付加価値 

桜島の眺望の点では本港区は絶好の立地 

ウォーター 

フロントとして

の魅力 

海からの玄関口 

離島航路の起点 

クルーズ船寄港回数も増加傾向，クルーズ船からの集客の可能性 

港エリアである特性を活かした旅行客への訴求が期待 

桜島や離島へのアクセス経路が整備済 

大規模な 

敷地面積 

鹿児島では最後の開発エリア 

資金面さえ気にしなければいくらでもレシピが検討可能なエリア 

暖かい気候で，大規模な敷地であることから，リゾートの場としてマッ

チ 
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（２） 弱み 

背後地との回遊性  １）

本港区エリアに近接する天文館地区では，昼間 12 時間の歩行者数が 4,000 人前後あ

るのに対し，本港区エリアに向かうマイアミ通りでは 1,000 人以下となっています。 

また，アンケート調査による本港区エリア周辺の評価では，調査に回答した県民の

16.8％が「交通の便が悪い」と回答しています。 

このことから，本港区エリアは，多くの人で賑わう天文館地区に近接しているにもか

かわらず，アクセスが悪く回遊性が低い状況にあります。 

図 2-46 周辺地区の歩行者交通量 

（出典：鹿児島市「平成 28年度主要商店街歩行者通行量調査報告書（素案）」） 

※日曜日８～20時における総歩行者通行量 

表 2-20 本港区エリアの評価（悪い点・不満な点の上位３項目） 

第１位 なし 54.6％ 

第２位 交通の便が悪い 16.8％ 

第３位 魅力ある個店がない 11.5％ 
（出典：鹿児島市「第 3期鹿児島市中心市街地活性化基本計画（素案）」） 

※上町・ウォーターフロント地区の値 

Ｎ 

（ベース図：地理院地図を加工） 



第２章 現状分析－55 

広域交通拠点からのアクセス  ２）

鹿児島を訪れる観光客の起点となる鹿児島空港から本港区エリアへのアクセスは，直

通の連絡バスがありますが，もう一つの観光客の起点である鹿児島中央駅から本港区エ

リアへのアクセスは，直通の路線バスがあるものの便数が少なく，天文館から市役所方

面に大きく迂回するルートとなっています。 

また，鹿児島中央駅から路面電車を利用する場合は，最寄りのいづろ通電停を降りて

500m 程度歩く必要があります。 

表 2-21 広域交通拠点からのアクセス 

広域交通拠点 交通手段（行き先） 所要時間 運行頻度 

鹿児島空港 連絡バス（高速船ターミナル） 54 分 下り 16 便/日 

上り 12 便/日 

鹿児島中央駅 路線バス（水族館前） 約 20 分 24 便/日 

路線バス（ドルフィンポート） 約 20 分 16 便/日 

路面電車（いづろ通） 約９分＋徒歩５分 概ね７分間隔 

路面電車（朝日通） 約 11 分＋徒歩５分 概ね７分間隔 
（出典：南国交通株式会社，鹿児島市交通局） 

図 2-47 広域交通拠点からのアクセス 

（出典：南国交通株式会社，鹿児島市交通局） 

Ｎ 

（ベース図：地理院地図を加工） 
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物流と人流の混在  ３）

北ふ頭及び南ふ頭にはフェリーが発着するため，貨物施設と旅客施設等の両方が立地

しています。 

そのため，貨物車を含む自動車の動線と歩行者の動線が輻輳し，エリア内の回遊がし

づらい状況にあります。 

図 2-48 歩行者動線と自動車動線の輻輳箇所 

Ｎ 

（ベース図：地理院地図を加工） 
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目的地としての認知度  ４）

アンケート調査による本港区エリア周辺の評価では，悪い点・不満な点，良い点・満

足している点の双方で，「なし」という回答が最も多くなっており，本港区エリアを含

むウォーターフロントエリアの認知度が低い状況が分かります。 

表 2-22 本港区エリアの評価（上位３項目） 

悪い点・不満な点 良い点・満足している点 

第１位 なし 54.6％ なし 52.6％ 

第２位 交通の便が悪い 16.8％ 街並み，景観がきれい 21.7％ 

第３位 魅力ある個店がない 11.5％ 子供を連れてきやすい 12.9％ 
（出典：鹿児島市「第３期鹿児島市中心市街地活性化基本計画（素案）」） 

※上町・ウォーターフロント地区の値 

［参考］ 民間提案・対話（サウンディング調査）での意見（第３章参照） 
民間提案・対話（サウンディング調査）において対話に参加した民間事業者から，本

港区エリアの弱みとして，主に下表のような内容が挙げられています。 

弱み 内容 

交通アクセス性 市電延伸等による中心市街地とのアクセス性 

天文館，鹿児島中央駅との交通手段 

物流と人流の混在 港湾機能と商業機能の分離が必要 

貨物と観光は相性があまりよくない 

荷役の輸送空間と分離して安全な歩行空間づくりが必要 

目的地としての施設不足 唯一の施設でなければ優位に立てない 

複合で様々な機能を持たせないと集客は厳しい 

人を呼び込むための目的地となる施設が必要 

目的性があり唯一無二の施設の立地が必要 

自然災害への懸念 海際の噴火・津波など自然災害への心配 



第２章 現状分析－58 

2.4. 本港区エリアまちづくりの視点と整理（SWOT 分析） 

（１） 本港区エリアの現状の再整理 

これまでに整理した本港区エリアを取り巻く「機会」と「脅威」，本港区エリアの「強

み」と「弱み」は以下のとおりです。これらをもとに SWOT 分析により，本港区エリア

でのまちづくりの視点を抽出します。 

      ※SWOT 分析とは 

「SWOT＝強み，弱み，機会，脅威」の４つを組み合わせて分析し，戦略につなげ

るための課題などを整理する手法 

表 2-23 本港区エリアの現状 

本港区エリアを

取り巻く環境 

機会 Ｏ１：広域交通網の充実  

Ｏ２：観光交流人口の拡大 

Ｏ３：県都としての高い成長可能性 

脅威 Ｔ１：定住人口減少に伴う地域活力の低下 

Ｔ２：都市間競争の激化 

Ｔ３：市街地内外での大規模開発 

Ｔ４：全国的な港湾における訪日観光客の受入環境整備 

本港区エリアの

現状と特徴 

強み Ｓ１：良好な景観資源・眺望 

Ｓ２：ウォーターフロントの大規模な空間 

Ｓ３：人・モノの発着地点 

Ｓ４：本港区エリアの立地特性 

弱み Ｗ１：背後地との回遊性 

Ｗ２：広域交通拠点からのアクセス 

Ｗ３：物流と人流の混在 

Ｗ４：目的地としての認知度 
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（２） 視点の整理 

●土地利用（機能性） 

①ウォーターフロントの特性を活かした滞在機能の導入【Ｓ４,Ｗ４×Ｏ２,Ｔ４】 

本港区エリアは周辺市街地に近接し，海と陸の両側からの来街者に対して優位性のある立

地にありますが，目的地としての訴求力や認知度が高いとは言えず，中心市街地内において

同エリアに特有のウォーターフロントの特性が観光面などに十分に活かされていません。 

こうした状況を踏まえ，近年急増するインバウンドの来訪者等をターゲットとして全国的

に港湾開発において進められている観光拠点化などに照らし，観光拠点の重要な要素として，

滞在目的の来訪に対応した機能の導入を図る必要があります。 

②国内外からの誘客増加に向けた集客・賑わい機能の拡充【Ｓ３,４×Ｏ２】 

本港区エリアは離島航路等が就航する海の玄関口であり，また，かごしま水族館などの集

客施設や，幹線道路に面したウォーターフロントの立地など，エリア周辺を含め，人・モノ

の発着点となっています。 

今後，国際クルーズ船受入れや，奄美・沖縄の世界自然登録などを見据え，同エリアを拠

点とした周遊など更なる交流人口を呼び込むため，国内外からの幅広い観光客を誘引する集

客・賑わい機能の拡充を図る必要があります。 

③大規模空間を活かした多様で特色ある機能の配置【Ｓ２,４×Ｔ１,２,３,４】 

人口減少等の進行を背景に，各地域で地方創生など地域活力の維持・向上に向けた取組が

進められ，交流人口の獲得を目指した都市間競争が激化している状況です。 

こうした状況を踏まえ，近年急増するインバウンドやクルーズ需要などに適応した港や都

市としての競争力を高めるため，本港区エリアの立地特性や大規模空間などを最大限に活か

し，多様で特色ある機能を配置する必要があります。 

●ネットワーク（回遊性） 

④観光交流拠点となる交通結節機能の強化【Ｗ２×Ｏ１,２,Ｔ２,４】 

全国的に港湾開発において訪日観光客の受入環境の整備が進められており，交流人口の拡

大に向けた都市間競争が激化している中，本港区エリアについて，今後，観光交流拠点とし

て優位性を向上するためには，主要な広域交通拠点との結節機能など，同エリアへのアクセ

ス強化に向けた取組が必要です。 

⑤エリア周辺との連携・回遊性の向上【Ｓ４,Ｗ１×Ｏ３,Ｔ３】 

本港区エリアは周辺市街地に近接した立地にありますが，来街者にとって港と背後地との

アクセス性や，賑わいの連続性が物理的・心理的に高いとは言えない状況です。 

今後，同エリアを含む中心市街地については，観光・商業・交流による賑わいあふれるま

ちづくりを目指すこととされており，同エリアの整備に当たっては，周辺市街地の整備改善

と相まって，中心市街地の活性化に資するよう，背後の市街地方面からの動線のつながりな

ど周辺地区との連携・回遊性の向上を図る必要があります。 
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⑥エリア内の安全で快適な動線の構築【Ｓ３,Ｗ３×Ｏ２,Ｔ４】 

本港区エリアは離島航路等が就航する海の玄関口として，人流及び物流の両面で重要な役

割を担っており，各機能が混在する埠頭用地などにおいて，賑わい創出に向けた施設や土地

の有効活用に当たっては，港湾機能との調和を図りながら，来訪者がエリア内を安全で快適

に回遊できる動線を構築する必要があります。 

●景観・デザイン 

⑦国際的な観光都市のブランドを確立するデザイン【Ｗ４×Ｏ２】 

本港区エリアについて，国際的な観光都市の形成に資する魅力的な港，観光交流拠点とな

るよう，その整備に当たっては，同エリアの競争力や訴求力を高める重要な要素として，エ

リア内で調和のとれた街並みのデザイン向上などに努める必要があります。 

⑧錦江湾や桜島への眺望を活かした景観・空間づくり【Ｓ１×Ｏ２】 

本港区エリアのまちづくりに当たっては，クルーズ振興等によるインバウンド集客など鹿

児島の活力となる代表的な港として，多くの観光客を魅了する錦江湾や桜島の素晴らしい景

観を最大限に活かし，日常的な賑わい，高質な空間，特色ある多様な機能を有する空間づく

りが必要です。 
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インバウンド動向など基礎データを幅広く収集し，本港区エリアを取り巻く環境や，

エリアの魅力など現状と特徴を分析（※SWOT 分析） 
※ＳＷＯＴ分析とは 

     「ＳＷＯＴ＝強み，弱み，機会，脅威」の４つを組み合わせて分析し， 

戦略につなげるための課題などを整理する手法 

■ SWOT 分析 

【強み】（Ｓtrength） 

Ｓ１:良好な景観資源・眺望 

Ｓ２:ウォーターフロントの大規模な空間 

Ｓ３:人・モノの発着地点 

Ｓ４:本港区エリアの立地特性 

 【機会】（Ｏpportunity） 

Ｏ１:広域交通網の充実 

Ｏ２:観光交流人口の拡大 

Ｏ３:県都としての高い成長可能性 

【弱み】（Ｗeakness） 

Ｗ１:背後地との回遊性 

Ｗ２:広域交通拠点からのアクセス 

Ｗ３:物流と人流の混在 

Ｗ４:目的地としての認知度 

 【脅威】（Ｔhreat） 

Ｔ１:定住人口減少に伴う地域活力の低下 

Ｔ２:都市間競争の激化 

Ｔ３:市街地内外での大規模開発 

Ｔ４:全国的な港湾における訪日観光客の

受入環境整備 

■ 本港区エリアまちづくりの視点 
 本港区エリアを取り巻く環境と現状や特徴の分析（SWOT 分析）を踏まえ，同エリアのまちづ

くりに向けた視点を抽出。 

視点 主な概要 備考(SWOT 分析) 

土地利用 

（機能性） 

①ウォーターフロントの特性を活かした滞在機能の導入 

②国内外からの誘客増加に向けた集客・賑わい機能の拡充 

③大規模空間を活かした多様で特色ある機能の配置 

Ｓ４,Ｗ４×Ｏ２,Ｔ４ 

Ｓ３,４×Ｏ２ 

Ｓ２,４×Ｔ１,２,３,４ 

ネットワーク 

（回遊性） 

④観光交流拠点となる交通結節機能の強化 

⑤エリア周辺との連携・回遊性の向上 

⑥エリア内の安全で快適な動線の構築 

Ｗ２×Ｏ１,２,Ｔ２,４ 

Ｓ４,Ｗ１×Ｏ３,Ｔ３ 

Ｓ３,Ｗ３×Ｏ２,Ｔ４ 

景観・ 

デザイン 

⑦国際的な観光都市のブランドを確立するデザイン 

⑧錦江湾や桜島への眺望を活かした景観・空間づくり 

Ｗ４×Ｏ２ 

Ｓ１×Ｏ２ 


